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摘要 

 
ビワの新害虫であるビワキジラミは，主に幼虫が排出する甘露に糸状菌が発生して激しいすす症

状を引き起こす．本種は，摘果と袋掛けが行われる 3～4 月に幼果で急増するため，袋掛け前に徹底

的な防除を行う必要がある．しかし，従来行われている摘果・袋掛け前の動力噴霧機による殺虫剤

散布では果実同士の込み合いなどにより，その隙間に生息する本種への効果が不安定である．そこ

で，まず摘果を行い，その直後にハンドスプレーで殺虫剤を散布し，続けて袋掛けを実施する防除

法（ハンドスプレー法）を考案した．本法は従来の防除と比較して作業に要する時間は増加するが，

被害が大きく抑えられ高い防除効果が認められた．また，殺虫剤の使用量を 98％程度削減すること

ができた． 
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